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ご
あ
い
さ
つ

仙
台
市
連
合
町
内
会
長
会
の

皆
様
に
は
、
本
市
の
市
政
運
営

に
対
し
、
格
別
な
る
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

８
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の

間
、
町
内
会
の
皆
様
の
ご
尽
力

に
よ
り
、
復
興
公
営
住
宅
や
防

災
集
団
移
転
先
の
全
地
域
で
、

町
内
会
の
設
立
や
合
流
が
完
了

し
、
被
災
さ
れ
た
方
々
と
の
交

ご
あ
い
さ
つ

　各
町
内
会
の
皆
様
に
は
、
常

日
ご
ろ
か
ら「
安
全
安
心
で
住
み

よ
い
ま
ち
」づ
く
り
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
東
日
本
大
震
災
か

ら
８
年
が
た
ち
、
被
災
さ
れ
た

方
々
は
新
町
内
会
で
活
動
を
始

め
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
会
の
今
後
の

ご
発
展
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
「
災
」
で
表

仙
台
市
長
　
　
　
　
　
　

郡
　
　
　
和
　
子

会
　
長
　
　
　
　
　
　
　

菅
　
井
　
　
　
茂

流
事
業
等
を
通
じ
て
、
新
た
な

ふ
る
さ
と
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
が
着
実
に
進
ん
で
お
り

ま
す
。

昨
年
は
、
大
変
残
念
な
こ
と

で
す
が
日
本
各
地
で
災
害
が
頻

発
し
た
年
で
あ
り
、
本
市
で
も

震
災
の
経
験
を
生
か
し
て
様
々

な
支
援
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
町

内
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
復
興

に
向
け
、
市
内
の
多
く
の
町
内

会
か
ら
集
ま
っ
た
６
０
０
万
円

を
超
す
義
援
金
を
被
災
地
の
各

連
合
町
内
会
等
に
お
渡
し
さ
れ

た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
皆
様
の
都
市
の
枠
を
越

え
た
支
え
合
い
の
取
組
み
を
大

変
素
晴
ら
し
い
も
の
と
誇
ら
し

く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

現
在
、
市
内
各
地
で
は
町
内

会
の
皆
様
を
中
心
に
、
高
齢
者

の
見
守
り
や
子
育
て
支
援
等
を

は
じ
め
、
地
域
課
題
解
決
に
向

け
た
様
々
な
取
組
み
が
進
ん
で

お
り
ま
す
。
私
も
市
内
各
所
に

足
を
運
び
な
が
ら
、
市
民
の
皆

様
の
熱
心
な
活
動
を
拝
見
し
、

意
見
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
く
中

で
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
き
め

細
か
な
取
組
み
の
重
要
性
を
改

め
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。
本
市

と
い
た
し
ま
し
て
も
、
町
内
会

の
活
動
内
容
や
意
義
を
広
く
市

民
の
皆
様
に
啓
発
す
る
こ
と
に

よ
り
町
内
会
活
動
へ
の
参
加
を

促
進
す
る
こ
と
や
役
員
の
皆
様

等
を
対
象
と
し
た
講
座
を
開
催

す
る
こ
と
に
よ
る
担
い
手
の
発

掘
・
育
成
支
援
等
の
取
組
み
を

行
い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

中
核
と
な
る
町
内
会
が
直
面
し

て
い
る
加
入
率
の
低
下
や
役
員

の
担
い
手
不
足
等
の
課
題
に
対

し
、
一
緒
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

町
内
会
の
皆
様
に
は
、
仙
台

の
魅
力
と
活
力
に
満
ち
た
地
域

づ
く
り
に
今
後
と
も
お
力
添
え

賜
り
ま
す
よ
う
、
改
め
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
貴
会
の
益
々
の
ご

発
展
と
、
会
員
皆
様
の
ご
健
勝

を
祈
念
し
て
、
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

さ
れ
る
よ
う
に
大
阪
府
北
部
地

震
や
平
成
　
年
７
月
豪
雨
、
北

３０

海
道
胆
振
東
部
地
震
更
に
は
台

風
等
多
く
の
自
然
災
害
が
発
生

し
、
日
本
各
地
で
多
く
の
方
が

被
災
さ
れ
ま
し
た
。
仙
台
市
連

合
町
内
会
長
会
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
特
に
岡
山
市
と
宇
和
島

市
及
び
北
海
道
の
町
内
会
に
対

す
る
義
援
金
を
募
り
ま
し
た
と

こ
ろ
、
多
く
の
町
内
会
か
ら
お

寄
せ
い
た
だ
き
、
総
額
６
０
０

万
円
を
超
す
額
と
な
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
義
援
金
は
　
月
　
日
全
自

１１

１４

連
東
京
大
会
の
場
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
連
合
町
内
会
長
様
に
差
し

上
げ
ま
し
た
。
会
長
様
方
か
ら

は
被
災
地
の
町
内
会
で
復
興
に

向
け
て
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
と
の
お
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
こ
に
ご
報
告
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
衷
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
仙
台
市
は
今
年

度
「
総
合
計
画
審
議
会
」
を
発

足
し
、　

世
紀
中
ご
ろ
の
「
仙

２１

台
市
の
未
来
像
」
を
検
討
し
始

め
ま
し
た
。
審
議
会
で
は
「
人

口
問
題
」
が
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
「
仙
台

市
の
人
口
」
が
自
然
減
少
し
た

そ
う
で
、
今
後
人
口
減
少
が
進

み
「
少
子
高
齢
社
会
」
が
一
層

進
む
そ
う
で
す
。
人
口
減
少
が

進
め
ば
、
町
内
会
そ
の
も
の
が

高
齢
化
し
、
以
前
の
よ
う
な
町

内
会
活
動
が
行
わ
れ
に
く
く

な
っ
て
く
る
こ
と
は
自
明
の
理

で
す
。
今
後
は
そ
の
よ
う
な
状

況
に
備
え
た
組
織
づ
く
り
も
考

え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
町
内
会
の

活
動
に
は
限
界
が
あ
り
、
自
分

た
ち
で
で
き
な
い
場
合
は
他
の

組
織
と
協
働
し
て
い
く
こ
と
も

大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た

無
理
せ
ず
身
の
丈
に
合
っ
た
活

動
を
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
各
町
内
会
の
益
々

の
ご
発
展
と
会
員
皆
様
の
ご
健

勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
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平
成
　
年
度
活
動
状
況
  

３０

▼
定
期
総
会

６
月
１
日
午
後
、
市
内
パ
レ

ス
へ
い
あ
ん
に
お
い
て
定
期
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
議
事
に
先
立
ち
連
合

町
内
会
活
動
に
功
労
が
あ
っ
た

４
人
の
会
員
に
会
長
表
彰
が
あ

り
ま
し
た
。
（
関
連
記
事
７
面
）

議
事
は
、
中
尾
善
幸
幸
町
南

学
区
連
合
町
内
会
会
長
を
議
長

に
選
出
し
て
行
い
、
平
成
　
年
２９

度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報

告
、
監
査
報
告
、
平
成
　
年
度

３０

事
業
計
画
、
収
支
予
算
に
関
す

る
議
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

総
会
に
は
、
会
員
１
１
４
名

中
１
０
５
名
（
委
任
状
含
む
）

が
出
席
し
ま
し
た
。

▼
会
員
研
修
会

総
会
に
引
き
続
き
、
会
員
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
「
各
区
連
合
町
内
会

長
協
議
会
の
特
色
あ
る
活
動
」

を
テ
ー
マ
に
宮
城
野
区
・
泉
区

か
ら
事
例
発
表
を
し
て
い
た
だ

き
、
区
の
特
性
を
生
か
し
た
活

動
の
取
組
み
状
況
や
課
題
等
に

つ
い
て
共
有
し
ま
し
た
。
ま
た
、

仙
台
市
の
各
区
・
総
合
支
所
か

ら
ふ
る
さ
と
支
援
の
取
組
み

と
、
郡
和
子
市
長
か
ら
市
バ
ス

経
営
改
善
の
取
組
み
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

▼
会
員
懇
談
会

会
員
研
修
会
終
了
後
、
市
長

や
市
民
局
長
、
各
区
長
等
を
お

迎
え
し
て
会
費
制
に
よ
る
懇
談

会
を
開
催
し
、
情
報
交
換
と
懇

親
を
深
め
ま
し
た
。

▼
役
員
会

役
員
会
を
５
月
　
日
、　

月

１６

１０

　
日
、
２
月
　
日
に
開
催
し
ま

２４

１３

し
た
。

〔
第
１
回
〕

・
総
会
議
案
及
び
運
営

〔
第
２
回
〕

・
前
期
事
業
の
振
り
返
り
と

　
後
期
の
進
め
方

・
役
員
研
修
会
に
つ
い
て

〔
第
３
回
〕

・
平
成
　
年
度
事
業
計
画
・
予

３１

算
の
骨
格
に
つ
い
て

▼
正
副
会
長
会

正
副
会
長
会
を
毎
月
開
催
し

ま
し
た
。

【
今
年
度
の
主
な
議
題
】

・
定
期
総
会
、
会
員
研
修
会

・
役
員
研
修
会

◎
発
表
者

　●
　宮
城
野
区
高
砂
地
区
町
内
会

　
連
合
会
　
平
山
　
新
悦
会
長

　●
　泉
区

　
向
陽
台
連
合
町
内
会

　
　
　
　
　
飯
野
　
泰
康
会
長

　
向
陽
台
さ
さ
え
愛
の
会

　
　
　
　
越
後
　
征
男
会
長

　
研
修
会
に
は
会
員
等
１
２
９

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

・
町
内
会
の
４
層
間
の
効
果
的

な
連
携
の
あ
り
方
の
検
討

・
他
都
市
視
察
研
修
対
応

・
市
等
の
審
議
会
委
員
の
推
薦

・
表
彰
候
補
者
推
薦
な
ど

仙
台
市
連
合
町
内
会
長
会
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▼
市
長
・
副
市
長
と
正
副
会
長

会
と
の
意
見
交
換
会

　
月
５
日
に
正
副
会
長
会
メ

１２
ン
バ
ー
が
郡
和
子
市
長
と
髙
橋

新
悦
副
市
長
を
訪
問
し
、
今
後
の

町
内
会
と
行
政
の
あ
り
方
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

高
齢
化
社
会
の
中
で
町
内
会

活
動
が
円
滑
に
行
え
る
方
策
等

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

定期総会

会員研修会

役員会

市長・副市長と
正副会長会との
意見交換会

正副会長会
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▼
役
員
研
修
会

　
月
　
日
に
秋
保
蘭
亭
に
お

１０

２４

い
て
役
員
　
名
、
事
務
局
職
員

１７

等
　
名
、
合
計
　
名
の
参
加
に

１１

２８

よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
今
年
度
の
重
点
事

項
の
１
つ
で
あ
る
「
単
位
町
内

会
、
地
区
連
合
町
内
会
、
区
連

合
町
内
会
長
協
議
会
及
び
仙
台

市
連
合
町
内
会
長
会
と
の
効
果

的
な
連
携
協
調
の
あ
り
方
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
こ
れ
ら

４
層
間
の
現
状
や
課
題
を
共
有

し
、
課
題
解
決
の
方
策
を
探
る

こ
と
を
目
的
に
グ
ル
ー
プ
討
議

と
全
体
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、
３
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
４

層
間
の
現
在
の
関
係
を
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
方
式
で
話
し
合
い
ま

し
た
。
全
体
会
で
は
、
各
グ

ル
ー
プ
か
ら
の
発
表
と
質
疑
応

答
を
通
し
て
、
地
域
の
特
性
や

実
情
の
違
い
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ

の
状
況
が
分
か
り
、
有
意
義
な

意
見
交
換
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
重
点
事
項
の
進
捗
状
況

平
成
30
年
度
重
点
事
項
の
進
捗
状
況

平
成
30
年
度
重
点
事
項
の
進
捗
状
況

６
項
目
の
重
点
事
項
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

▼
防
災
・
減
災
、
支
え
合
い
を

主
軸
と
す
る
地
域
づ
く
り
の

推
進

台
風
な
ど
に
よ
る
大
雨
や
河

川
氾
濫
へ
の
対
応
も
盛
り
込
ん

だ
地
域
版
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
災
害
時
に
活
か
す
よ

う
、
防
災
訓
練
や
避
難
所
運
営

訓
練
等
を
地
域
の
諸
団
体
と
協

力
し
て
実
施
す
る
な
ど
、
地
域

内
連
携
強
化
に
取
り
組
み
つ

つ
、
他
の
地
域
課
題
解
決
の
推

進
に
努
め
ま
し
た
。

▼
町
内
会
活
動
の
担
い
手
の
育

成
支
援

町
内
会
活
動
の
担
い
手
、
特

に
役
員
の
な
り
手
不
足
や
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
な
ど
は
長
年
の
課
題

で
す
。

幅
広
い
人
材
の
発
掘
や
担
い

手
の
育
成
支
援
に
資
す
る
講
座

を
仙
台
市
と
連
携
し
実
施
す
る

な
ど
底
上
げ
に
努
め
て
い
ま
す
。

▼
町
内
会
加
入
率
・
行
事
参
加

　
人
数
向
上
策
の
推
進

加
入
率
・
到
達
時
期
を
定
め
、

地
区
連
合
町
内
会
の
役
員
等
が

加
入
促
進
活
動
を
地
域
で
実
施

す
る
ほ
か
、
町
内
会
活
動
・
運

営
事
例
集
を
町
内
会
長
研
修
等

で
配
布
す
る
な
ど
し
て
加
入
促

進
に
努
め
て
い
ま
す
。

▼
全
国
自
治
会
連
合
会
、
他
都

市
自
治
会
連
合
会
と
の
連
携

の
強
化

国
内
　
の
都
道
府
県
自
治
会

３３

連
合
会
組
織
が
加
入
し
て
い
る

全
国
自
治
会
連
合
会
や
他
都
市

町
内
会
自
治
会
連
合
会
と
の
交

流
を
図
る
と
と
も
に
、
宮
城
県

自
治
会
連
合
会
へ
の
加
入
促
進

活
動
と
し
て
未
加
入
団
体
へ
の

訪
問
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

▼
単
位
町
内
会
、
地
区
連
合
町

内
会
、
区
連
合
町
内
会
長
協

議
会
、
仙
台
市
連
合
町
内
会

長
会
の
効
果
的
な
連
携
協
調

の
あ
り
方
の
検
討

４
層
間
の
効
果
的
な
連
携

の
あ
り
方
に
つ
い
て
区
連
合

町
内
会
長
協
議
会
の
意
見
集

約
、
具
体
的
方
策
の
検
討
を
行

い
ま
し
た
。

▼
創
立
　
周
年
記
念
事
業
の

５０

検
討

２
０
２
１
年
が
本
会
創
立
　５０

周
年
と
な
る
こ
と
か
ら
記
念
事

業
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
事
業
内
容
、
実
施
体

制
、
予
算
等
に
つ
い
て
基
本
方

針
を
提
言
い
た
し
ま
す
。

全
国
自
治
会
連
合
会

「
東
京
大
会
」情
報

全
国
自
治
会
連
合
会

「
東
京
大
会
」情
報

全
国
自
治
会
連
合
会

「
東
京
大
会
」情
報

全
国
大
会
は
、
東
京
都
で
　１１

月
　
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１４
本
会
か
ら
会
長
、
副
会
長
、
全
国

自
治
会
連
合
会
表
彰
受
賞
者
等

の
計
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

全
国
自
治
会
連
合
会
会
長
、

東
京
都
知
事
の
挨
拶
な
ど
の

後
、
内
閣
総
理
大
臣
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
、
そ
の
後

大
会
宣
言
、
会
長
表
彰
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
特
別
演
奏

や
団
体
の
活
動
発
表
が
行
わ
れ

た
後
、
会
場
を
移
し
て
総
勢
約

８
０
０
名
に
よ
る
交
歓
会
が
開

か
れ
、
全
国
の
町
内
会
の
皆
様

と
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

▼
平
成
　
年
７
月
豪
雨
・
北
海

３０

道
胆
振
東
部
地
震
義
援
金

各
災
害
で
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
次
の
町
内
会
連
合
会
等
に

対
し
て
、
仙
台
市
内
各
地
区
連
合

町
内
会
を
通
し
て
単
位
町
内
会

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
を
全

国
自
治
会
連
合
会
東
京
大
会
会

場
等
に
お
い
て
贈
呈
し
ま
し
た
。

岡
山
市
連
合
町
内
会

　
３
、１
０
５
、８
５
３
円

宇
和
島
市
　
５
０
０
、０
０
０
円

北
海
道
町
内
会
連
合
会

　
２
、６
１
３
、５
１
４
円

地域で、防犯講座を開催しませんか？

仙台市防犯協会連合会
電話  022-214-4261

役員研修会・全体会
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980-0022 1-5-3
TEL 022-726-3333

自然環境に負荷をかけないことが、
「人類」と「自然」の共生へとつながる。

〒980-0021 宮城県仙台市青葉区中央3-2-1 青葉通プラザ10F
TEL 022-223-6011（代） 　FAX 022-223-6098本  社

〒989-3212 宮城県仙台市青葉区芋沢字青野木 109-1
TEL 022-302-5171 　FAX 022-302-5172

産業廃棄物最終処分場
陸上埋立（管理型）

http://japanclean.com/

平
成
　
年
度
活
動
状
況

３０

△
総
会

平
成
　
年
度
事
業
・
決
算
報

２９

告
や
平
成
　
年
度
事
業
・
予
算

３０

案
な
ど
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
 

（
５
月
　
日
）

２５

△
新
任
町
内
会
長
研
修
会

　
名
の
参
加
。
市
職
員
や
現
役

５２
町
内
会
長
が
講
師
と
し
て
、
町
内

会
活
動
に
か
か
わ
る
制
度
や
事
例

を
紹
介
し
ま
し
た
。
 （
６
月
　
日
）

２８

△
青
葉
区
町
内
会
長
研
修
会

３
７
６
名
の
参
加
。
町
内
会

役
員
担
い
手
の
育
成
を
テ
ー
マ

に
開
催
し
ま
し
た
。 （
　
月
　
日
）

１０

３１

△
町
内
会
会
員
研
修
会

１
２
５
名
の
参
加
。
東
北
福

祉
大
学
で
の
町
内
会
支
援
の
取

組
み
と
仙
台
観
光
国
際
協
会
に

よ
る
外
国
人
住
民
へ
の
対
応
に

つ
い
て
、
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
 

（
　
月
　
日
）

１２

１１

△
移
動
研
修
会

青
葉
区
内
の
開
発
状
況
や
市
役

所
本
庁
舎
建
替
え
を
テ
ー
マ
に
開

催
し
ま
し
た
。
 

（
２
月
７
日
）

△
担
当
理
事
活
動

・
防
災
…
防
災
訓
練
の
視
察
を

実
施
し
ま
し
た
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
…
マ
ン
シ
ョ

ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
促

進
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
青

葉
区
民
ま
つ
り
に
区
連
協
活

動
を
紹
介
す
る
ブ
ー
ス
を
出

店
し
ま
し
た
。

青
葉
区

青
葉
区

青
葉
区

連
合
町
内
会
長
協
議
会

連
合
町
内
会
長
協
議
会

連
合
町
内
会
長
協
議
会

た
す
け
て
ハ
ウ
ス
の

 　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

　
片
平
地
区
連
合
町
内
会

会
長
　
今
野
　
　
均

片
平
地
区
で
は
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
子
ど
も
達
が
避
難
し

助
け
を
求
め
る
こ
と
の
で
き
る

場
所
と
し
て
、
警
察
署
の
指
導

と
地
域
の
商
店
等
の
協
力
の
も

と
、
「
こ
ど
も
１
１
０
番
た
す

け
て
ハ
ウ
ス
」
を
設
定
し
て
い

ま
す
。

今
年
は
、
か
ね
て
よ
り
課
題

で
あ
っ
た
ハ
ウ
ス
の
認
知
度
向

上
を
図
る
た
め
、
片
平
子
ど
も

ま
ち
づ
く
り
隊
の
発
案
で
、
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

し
、
実
際
に
ハ
ウ
ス
を
訪
問
し

て
、
お
菓
子
を
も
ら
い
な
が
ら

施
設
の
方
と
交
流
し
ま
し
た
。

訪
問
の
際
は
地
域
の
大
人
も

同
行
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
交

流
も
図
る
こ
と
が
で
き
、
来
年

以
降
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と

の
声
も
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

こども１１０番
たすけてハウス
のステッカー

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た

　
住
み
よ
い
地
域
の
実
現

　
旭
ケ
丘
町
内
会
連
合
会

　
会
長
　
中
澤
　
幸
一
郎

旭
ケ
丘
町
内
会
連
合
会
は
、

昭
和
　
年
に
旭
ケ
丘
、
旭
ケ
丘

４５

中
央
、
旭
ケ
丘
四
丁
目
の
３
つ

の
町
内
会
に
よ
り
設
立
さ
れ
、

今
日
で
は
加
入
世
帯
数
は
お
よ

そ
４
２
０
０
世
帯
で
す
。

主
な
行
事
は
、
旭
ケ
丘
学
区

民
大
運
動
会
、
旭
ケ
丘
ホ
タ
ル

祭
り
、
夏
ま
つ
り
盆
踊
り
大

会
、
旭
ケ
丘
市
民
セ
ン
タ
ー
祭

等
で
、
住
み
よ
い
地
域
社
会
を

め
ざ
し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

学区民
大運動会の様子

【
宮
城
管
内
町
内
会
長
連
絡
会
】

平
成
　
年
度
活
動
状
況

３０

△
総
会

平
成
　
年
度
事
業
報
告
・
収

２９

支
決
算
報
告
、
平
成
　
年
度
事

３０

業
計
画
案
・
収
支
予
算
案
に
つ

い
て
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

（
５
月
　
日
）

１５

△
市
長
を
囲
む
懇
談
会

錦
ケ
丘
・
モ
ル
ト
ン
迎
賓
館

に
て
、
郡
市
長
と
管
内
町
内
会

長
　
名
が
市
政
に
つ
い
て
意
見

７１
交
換
し
ま
し
た
。 （
７
月
　
日
）

１４

△
町
内
会
長
移
動
研
修
会

　
名
の
参
加
。
山
形
県
米
沢

４５
市
の
上
杉
御
廟
所
、
熊
野
大
社

等
を
見
学
、
城
下
町
と
し
て
の

歴
史
と
観
光
を
柱
と
し
た
地
域

交
流
に
つ
い
て
、
見
識
を
深
め

ま
し
た
。 

（
９
月
　
日
）

２５

△
町
内
会
会
員
研
修
会

仙
台
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

よ
り
講
師
を
迎
え
、
訪
問
販
売

ト
ラ
ブ
ル
と
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

制
度
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
し

た
。 

（
２
月
　
日
）

１４

３
地
区
連
合
連
携
で

　
　
よ
り
住
み
良
い
街
へ

　
広
瀬
地
区
連
合
町
内
会

会
長
　
東
海
林
　
時
雄

広
瀬
地
区
連
合
町
内
会
は
５

つ
の
町
内
会
で
構
成
さ
れ
、
世

帯
数
は
２
５
１
０
世
帯
で
す
。

当
地
区
は
西
が
愛
子
駅
の

直
近
か
ら
、
東
は
宮
城
地
区
の

東
端
で
あ
る
郷
六
ま
で
と
東

西
に
渡
っ
て
長
く
、
緑
豊
か
な

蕃
山
を
囲
む
よ
う
に
位
置
し

て
い
ま
す
。

隣
接
し
て
い
る
愛
子
・
錦
ケ

丘
・
広
瀬
の
３
地
区
連
合
で
の

情
報
交
換
会
を
実
施
し
て
、
共

通
の
課
題
を
解
決
す
る
の
に
役

立
て
て
い
ま
す
。

音楽による認知症
予防教室の様子
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平
成
　
年
度
活
動
状
況

３０

△
総
会

平
成
　
年
度
事
業
報
告
、
同

２９

収
支
決
算
報
告
並
び
に
平
成
　３０

年
度
事
業
計
画
案
、
同
収
支
予

算
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
 

（
４
月
　
日
）

１１

△
新
任
町
内
会
長
研
修
会

　
名
の
参
加
。
「
町
内
会
活

３４
動
の
手
引
き
」
を
基
に
、
区
担

当
課
等
か
ら
支
援
制
度
等
の
説

明
を
受
け
、
ま
た
、
仙
台
市
社

会
福
祉
協
議
会
宮
城
野
区
事
務

所
か
ら
、
同
所
の
活
動
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
 （
７
月
６
日
）

△
移
動
研
修
会

　
名
の
参
加
。
津
波
避
難
タ

３４
ワ
ー
や
南
蒲
生
浄
化
セ
ン
タ
ー

を
視
察
後
、
亘
理
町
の
復
興
現

場
を
訪
問
し
、
「
安
心
・
安
全
・

元
気
の
あ
る
ま
ち
亘
理
」
を
基

本
理
念
に
町
民
が
一
丸
と
な
り

取
り
組
ん
で
い
る
復
興
の
歩
み

な
ど
に
つ
い
て
、
亘
理
町
職
員

よ
り
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

 

（
８
月
　
日
）

２９

△
連
合
町
内
会
長
移
動
研
修
会

秋
保
に
て
開
催
。
　

連
合
地

１３

域
毎
の
「
高
齢
化
の
推
移
や
現

況
」
等
を
切
り
口
と
し
て
、
今

後
の
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
に

向
け
、
様
々
な
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
 （
　
月
　
日
・
　
日
）

１１

２１

２２

宮
城
野
区

宮
城
野
区

宮
城
野
区

連
合
町
内
会
長
協
議
会

連
合
町
内
会
長
協
議
会

連
合
町
内
会
長
協
議
会

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
鶴
ケ
谷

　
鶴
ケ
谷
地
区
町
内
会
連
合
会

会
長
　
樋
口
　
幸
二
郎

当
地
区
の
鶴
ケ
谷
団
地
は
、

昭
和
　
年
代
ま
で
未
開
の
丘
陵

４０

地
で
し
た
が
、
昭
和
　
年
に
仙

４１

台
市
が
戸
建
・
集
合
住
宅
か
ら

成
る
住
宅
地
と
し
て
造
成
し
、

多
く
の
子
育
て
世
帯
が
移
住
す

る
な
ど
、
人
口
２
万
３
千
余
人

の
大
団
地
で
あ
り
ま
し
た
。

半
世
紀
を
超
え
た
現
在
（
平

成
　
年
４
月
１
日
現
在
）
の
人

３０
口
は
、
約
１
万
７
千
５
百
人
で

あ
り
、
高
齢
化
率
は
約
　
％
を

３８

超
え
て
は
い
ま
す
が
、
健
康
高

齢
者
の
割
合
が
大
き
い
の
も
特

徴
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

一
人
世
帯
や
高
齢
世
帯
を
支

援
す
る
体
制
が
と
ら
れ
、
各
種

団
体
の
活
動
が
と
て
も
活
発
で

あ
り
、
地
区
内
の
交
流
施
設
は

常
に
多
く
の
住
民
で
賑
わ
っ
て

い
ま
す
。

最
近
で
は
、
戸
建
住
宅
や
市

営
住
宅
の
建
て
替
え
な
ど
に

よ
り
、
再
び
、
若
者
や
子
ど
も

の
転
入
が
急
増
し
、
世
代
交
代

も
進
ん
で
い
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
当
地
区
の
中
心
部
に

は
商
業
・
医
療
エ
リ
ア
が
整
備

さ
れ
、
中
央
公
園
の
「
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
化
事
業
」
も
間
も
な
く

始
ま
る
予
定
で
あ
り
、
活
気
に

満
ち
溢
れ
た
住
み
や
す
い
街
へ

と
変
化
し
始
め
て
お
り
ま
す
。

平
成
　
年
度
活
動
状
況

３０

△
総
会

平
成
　
年
度
事
業
・
収
支
決

２９

算
・
監
査
報
告
、
平
成
　
年
度

３０

事
業
計
画
・
収
支
予
算
案
が
原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

 

（
５
月
　
日
）

２５

△
新
任
町
内
会
長
研
修
会

　
名
の
町
内
会
長
と
役
員
の

３９
参
加
。「
町
内
会
活
動
の
手
引

き
」
を
基
に
町
内
会
の
役
割
や

各
種
助
成
制
度
等
の
説
明
と

「
五
十
人
町
町
内
会
の
紹
介
と

主
な
活
動
の
紹
介
」
と
題
し
た

発
表
を
行
い
ま
し
た
。 

 

（
６
月
　
日
）

２９

△
町
内
会
長
移
動
研
修
会

　
名
の
参
加
。
米
沢
市
と
山

８１
形
市
を
訪
れ
米
沢
城
址
公
園
と

山
形
県
文
翔
館
を
見
学
し
ま
し

た
。 

（
９
月
　
日
）

２８

歴
史
の
ま
ち
荒
町
と
お
祭
り

　
荒
町
地
区
連
合
町
内
会

会
長
　
武
川
　
由
美
子

当
連
合
町
内
会
は
、
か
つ
て

の
奥
州
街
道
に
あ
り
、
麹
の
製

造
と
販
売
が
独
占
的
に
与
え
ら

れ
た
御
譜
代
町
で
、
歴
史
を
大

切
に
歩
み
続
け
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
神
社
仏
閣
が
立
ち
並

ぶ
お
祭
り
が
盛
ん
な
ま
ち
で
も

あ
り
、
夏
に
な
る
と
御
弓
八
幡

神
社
、
三
宝
荒
神
、
塩
竈
大
明

若
林
区

若
林
区

若
林
区

連
合
町
内
会
長
協
議
会

連
合
町
内
会
長
協
議
会

連
合
町
内
会
長
協
議
会

神
、
毘
沙
門
天
、
安
国
上
人
・

子
育
て
稲
荷
大
明
神
と
沢
山
の

お
祭
り
が
行
わ
れ
、
普
段
あ
ま

り
交
流
の
な
い
豊
齢
者
と
子
供

た
ち
は
、
お
祭
り
を
通
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て

い
ま
す
。
秋
に
は
荒
町
市
民
セ

ン
タ
ー
児
童
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
開
催
さ
れ
、
町
全
体
が
お

祭
り
ム
ー
ド
で
賑
わ
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
の
皆
さ
ん
と
協

力
し
「
安
全
、
安
心
ま
ち
づ
く

毘沙門天王祭典

り
」を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
居
心

地
の
良
い
、

心
が
通
う
ま

ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き

た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

地
域
環
境
が
更
に
活
性
化

　
大
和
地
区
連
合
町
内
会

会
長
　
藤
田
　
　
宏

当
地
区
は
連
合
町
内
会
関
係

諸
団
体
と
の
連
携
を
図
り
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
街
で
す
。
地
下

鉄
東
西
線
卸
町
駅
周
辺
地
域

は
、
東
北
の
物
流
拠
点
セ
ン

タ
ー
が
集
積
す
る
卸
町
商
業
団

地
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
、
多
く
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が

立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
か
ね
て

よ
り
懸
案
で
あ
っ
た
浸
水
被
害

を
軽
減
さ
せ
る
た
め
、
新
た
に

雨
水
管
を
整
備
す
る
工
事
が
進

行
し
て
お
り
、
大
雨
へ
の
不
安

は
、
ま
ず
は
ひ
と
安
心
で
す
。

ー 元気 100 倍！ 笑顔がいっぱい！ー 

仙台市宮城野区小田原山本丁101-14   TEL:022-298-8855
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平
成
　
年
度
活
動
状
況

３０

△
総
会

い
と
う
会
館
に
て
開
催
し
、

平
成
　
年
度
事
業
報
告
、
平
成

２９

　
年
度
事
業
計
画
案
、
収
支
予

３０算
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
 

（
５
月
　
日
）

１１

△
新
任
町
内
会
長
研
修
会

新
任
町
内
会
長
　
名
の
参
加

２８

を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。
町
内

会
の
役
割
や
各
種
助
成
制
度
に

関
す
る
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
　
 

 

（
６
月
　
日
）

２７

△
全
体
会

全
３
回
開
催
し
、
事
業
の
実

施
内
容
に
つ
い
て
活
発
に
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
 

 （６
月
　
日
、
　
月
　
日
、２
月
１
日
）

１９

１２

１７

△
移
動
研
修
会

石
巻
市
防
災
セ
ン
タ
ー
を
訪

問
し
、
行
政
区
長
制
度
及
び
震

災
復
興
に
つ
い
て
、
石
巻
市
地

域
連
携
会
議
の
方
々
と
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

 

（
　
月
　
日
・
　

日
）

１０

３０

３１

△
重
点
事
業

「
町
内
会
活
動
の
担
い
手
育

成
支
援
」「
地
域
交
通
に
関
す
る

情
報
収
集
や
支
援
の
検
討
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
研
修
や
討
議
を

行
い
ま
し
た
。

太
白
区

太
白
区

太
白
区

連
合
町
内
会
長
協
議
会

連
合
町
内
会
長
協
議
会

連
合
町
内
会
長
協
議
会

５
団
体
で
住
み
よ
い

　
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

　
中
田
西
部
町
内
会
連
合
会

会
長
　
佐
久
間
　
善
行

中
田
西
部
町
内
会
連
合
会
は

平
成
　
年
に
中
田
地
区
町
内
会

１６

連
合
会
よ
り
分
離
設
立
し
ま
し

た
。
７
町
内
会
２
自
治
会
で
構

成
さ
れ
約
８
３
０
０
世
帯
、
約

２
万
５
０
０
人
の
方
々
が
住
ん

で
い
る
地
区
で
す
。
昭
和
　
年
５６

に
西
中
田
地
区
、
平
成
　
年
に

１２

柳
生
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事

業
が
完
了
し
、
急
速
に
発
展
し

た
新
し
い
街
で
す
。

当
連
合
会
で
は
地
区
内
の
社

会
福
祉
協
議
会
、
日
赤
奉
仕

団
、
地
区
募
金
会
、
地
区
民
児

協
と
と
も
に
、
５
団
体
で
地
区

内
の
情
報
を
共
有
し
諸
課
題
の

解
決
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
ま
た
、
地
区
内
で
行
う
各

行
事
等
を
一
緒
に
行
っ
て
お

り
、
新
年
祝
賀
会
で
は
地
区
内

の
企
業
、
学
校
、
医
療
関
係
者

が
一
堂
に
会
し
和
気
あ
い
あ
い

と
親
睦
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
中
田
地
域
内
に
あ
る

４
つ
の
連
合
会
で
「
中
田
地
区

鉄
道
高
架
化
ま
ち
づ
く
り
勉
強

会
」
を
組
織
し
、
ま
ち
づ
く
り

の
勉
強
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
こ
の
勉
強
会
の
中
で
、
各

連
合
会
と
市
民
セ
ン
タ
ー
が
連

携
し
、
連
合
会
ご
と
に
特
色
あ

る
「
お
宝
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し

ま
し
た
。
こ
の
マ
ッ
プ
を
使
用

し
、
春
と
秋
の
年
２
回
、
ま
ち

歩
き
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

５団体合同役員会

安
全
安
心
な
住
み
よ
い

　
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　
茂
庭
台
学
区
町
内
会
連
合
会

会
長
　
沼
田
　
胞
善

茂
庭
台
学
区
町
内
会
連
合
会

は
、
８
つ
の
町
内
会
で
構
成
さ

れ
、
約
１
８
０
０
世
帯
か
ら
成

り
立
っ
て
お
り
ま
す
。
当
地
区

は
、
名
峰
の
太
白
山
を
望
む
高

台
「
県
道
仙
台
村
田
線
」
沿
い

に
位
置
し
、
自
然
環
境
豊
か
な

地
域
で
す
。　

当
連
合
会
で
は
毎
月
、
定
例

役
員
会
を
行
い
、
お
互
い
に
地

域
課
題
を
共
有
し
、
活
動
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
各
団
体
と
交
流
、
連
携

し
な
が
ら
諸
行
事
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
毎
年
、
防
災
訓
練

を
実
施
し
、
地
域
防
災
体
制
を

確
認
し
て
お
り
ま
す
。
７
月
末

の
土
曜
・
日
曜
日
に
は
、
２
日

間
に
わ
た
り
「
茂
庭
台
夏
祭
り
」

を
開
催
し
て
お
り
、
老
若
男

女
、
町
内
外
か
ら
参
加
が
あ

り
、
大
い
に
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
す
。

茂
庭
台
地
区
で
は
様
々
な
福

祉
施
設
が
運
営
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
地

域
包
括
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
高
齢
者
に
優
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
学
校
の
理
解

を
得
な
が
ら
、
小
中
学
生
の
各

行
事
へ
の
参
加
を
見
守
っ
て
お

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
安
全
・
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
防

犯
協
会
並
び
に
茂
庭
地
区
青
少

年
健
全
育
成
推
進
協
議
会
と
連

携
し
な
が
ら
、
巡
回
や
立
て
看

板
の
設
置
等
の
活
動
に
も
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
も
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

茂庭台夏祭り
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平
成
　
年
度
活
動
状
況

３０

△
総
会

平
成
　
年
度
事
業
報
告
・
収

２９

支
決
算
報
告
、
平
成
　
年
度
事

３０

業
計
画
案
・
収
支
予
算
案
が
原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

 

（
５
月
　
日
）

１７

△
新
任
単
位
町
内
会
役
員
研
修
会

当
協
議
会
会
長
が
講
師
と
し

て
、
町
内
会
運
営
に
か
か
る
制

度
や
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
当
協
議
会
発
行
の
「
町

内
会
活
動
の
手
引
き
」
を
基
に
、

区
担
当
課
か
ら
支
援
制
度
等
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

 

（
６
月
　
日
）

１９

△
単
位
町
内
会
長
研
修
会

泉
区
内
の
単
位
町
内
会
長
を

対
象
に
、（
株
）
ラ
イ
フ
ブ
リ
ッ

ジ
代
表
取
締
役
 櫻
井
亮
太
郎

氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、
「
外

国
人
か
ら
見
た
泉
の
魅
力
」
と

題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
 

（
９
月
　
・
　

日
）

１０

１１

△
連
合
町
内
会
長
研
修
会

山
形
県
鶴
岡
市
役
所
を
訪
れ

研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。
研
修

会
で
は
、
鶴
岡
市
町
内
会
連
合

会
の
山
田
会
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
町
内
会
活
動
や
課
題
等
に

つ
い
て
同
連
合
会
理
事
ら
８
名

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

 

（
　
月
　
・
　

日
）

１０

２９

３０

泉
区
泉
区
泉
区連

合
町
内
会
長
協
議
会

連
合
町
内
会
長
協
議
会

連
合
町
内
会
長
協
議
会

日
々
発
展
す
る
ま
ち
西
中
山

　
西
中
山
連
合
町
内
会

会
長
　
古
川
　
浩
裕

西
中
山
地
区
は
、
仙
台
市
泉

第
２
中
山
土
地
区
画
整
理
事
業

と
し
て
、「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
タ
ウ

ン
西
中
山
」
の
愛
称
で
、
平
成
　１０

年
か
ら
住
民
の
暮
ら
し
が
始

ま
っ
た
比
較
的
若
い
地
域
で
す
。

当
連
合
町
内
会
は
、
平
成
　２３

年
４
月
に
発
足
し
、
現
在
は
約

７
５
０
世
帯
が
会
員
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

平
成
　
年
以
降
、
西
中
山
中

２３

央
集
会
所
が
建
設
さ
れ
る
等
、

ハ
ー
ド
面
の
充
実
が
図
ら
れ
、

ま
た
、
平
成
　
年
７
月
に
は
、

３０

住
民
が
待
ち
望
ん
だ
町
名
変
更

が
実
施
さ
れ
、
西
中
山
地
区
に

お
け
る
町
名
は
「
西
中
山
一
・

二
丁
目
」
と
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
に
伴
い
、
来
年
の
総
会
に
お

い
て
、
西
中
山
北
町
内
会
を

「
西
中
山
一
丁
目
町
内
会
」、
西

中
山
南
町
内
会
を
「
西
中
山
二

丁
目
町
内
会
」
に
そ
れ
ぞ
れ
名

称
変
更
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
よ
う
に
日
々
発
展
す
る

当
地
区
で
は
、「
西
中
山
秋
祭

り
」
や
「
高
齢
者
対
象
サ
ロ
ン

会
」
等
を
実
施
し
、
さ
ら
な
る

受受受受受
章章章
・・
受受受受
賞賞賞賞
者者者者
紹紹
介介介介介

受
章
・
受
賞
者
紹
介

▼
旭
日
単
光
章（地

方
自
治
功
労
）

▼
総
務
大
臣
表
彰

▼
全
国
自
治
会
連
合
会
表
彰

及
び
宮
城
県
自
治
会
連
合

会
表
彰

齋藤和平さん
青葉区
中山台町内会会長

坂入幹雄さん
宮城野区
朝日プラザ幸町
町内会会長

大西憲三さん
宮城野区
鶴ケ谷菖蒲沢
町内会会長

▼
仙
台
市
連
合
町
内
会
長
会

　
表
彰

0120-873-910

022-303-8731

町名変更記念式典

町
内
の
融

和
と
活
性

化
を
図
っ

て
ま
い
り

ま
す
。

橘川光男さん
宮城野区
館町二丁目
町内会会長

塚本　進さん
泉区
明石南連合
町内会会長

▼
宮
城
県
自
治
会
連
合
会

　
表
彰

近藤忠美さん
若林区
柴田町町内会会長

菊地榮司さん
若林区
伊在町内会会長

小金澤佳史さん
泉区
泉ビレジ館連合
町内会会長

橘
川
光
男
さ
ん
（
写
真
左
）

　
宮
城
野
区
新
田
学
区
連
合
町
内
会
会
長

庄
司
俊
一
さ
ん

　
泉
区
泉
西
部
地
区
連
合
町
内
会
前
会
長

小
金
澤
佳
史
さ
ん
（
写
真
中
央
）

　
泉
区
泉
ビ
レ
ジ
館
連
合
町
内
会
会
長

傳
野
貞
雄
さ
ん
（
写
真
右
）

　
泉
区
高
森
東
連
合
町
内
会
会
長
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仙
台
市
連
合
町
内
会
長
会

仙
台
市
連
合
町
内
会
長
会

仙
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口
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「
市
連
長
会
だ
よ
り
第
　２８

号
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
界
は
パ
ワ
ハ

ラ
等
が
各
組
織
で
露
呈
し

ま
し
た
が
若
い
世
代
の
選

手
が
世
界
で
躍
動
し
、
国
内

を
明
る
く
し
ま
し
た
。
東

京
五
輪
で
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

年
内
に
は
年
号
が
変
わ
り

昭
和
は
遠
く
な
り
ま
す
が
社

会
に
幸
せ
を
も
た
ら
す
よ
う

に
な
れ
ば
と
念
じ
ま
す
。

少
子
高
齢
化
に
伴
う
社
会

現
象
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
か
が
課
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
町
内
会
の
発
展
を
願

い
、
ご
協
力
を
得
な
が
ら
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
号
発
行
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
方
々
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
広
報
委
員
長
　傳
野
　
貞
雄
）

注１　平成３０年６月１日現在

注２　上段の数はすべての町内会数及び加入世帯数、（　）は連合町内会に加入している町内会数及び加入世帯数

泉　区太白区若林区宮城野区青葉区区名

樋口　稔夫堀江　俊男菅井　　茂井上　範一島田　福男

区連合町内会

長 協 議 会

会 長

市合計

１１４連合会３１連合会２３連合会９連合会１３連合会３８連合会連 合 会 数

１，３８６

（１，３１５）

２０８

（１９８）

２７５

（２６５）

１８０

（１７１）

２１４

（２０８）

５０９

（４７３）
町 内 会 数

４０６，４４３

（３９６，６３７）

８０，４２８

（７６，６８２）

８１，２２７

（７９，６６０）

５２，４２６

（５１，３０３）

７３，４０１

（７２，９９１）

１１８，９６１

（１１６，００１）

加 入

世 帯 数

５１３，７９１９１，９１５１０２，０４７６５，０６４９３，３６６１６１，３９９総 世 帯 数

７９．１%８７．５%７９．６%８０．６%７８．６％７３．７％加 入 率

仙
台
市
の

自
治
組
織

http://www.tohoku-gakuin.ac.jp

□土樋キャンパス
〒980-8511 仙台市青葉区土樋一丁目3-1
□泉キャンパス
〒981-3193 仙台市泉区天神沢二丁目1-1
□多賀城キャンパス
〒985-8537 多賀城市中央一丁目13-1

・文学部　　　・経済学部　　　・経営学部
・法学部　　　・工学部　　　　・教養学部


